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これで を求める

例えばさんまのデータについて長さと重さの平均がそれぞれ

であったとする。

ｄ次元の正規分布（2）
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長さ長さ長さ長さ 重さ重さ重さ重さ ラベルラベルラベルラベル

k = 1 46.1 180 さんま

： ： ： ：

k = 2 31.6 241 にしん

： ： ： ：
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µこれをベクトルを用いて表すとこのようになる

ここで魚 ��= (52, 189) が与えられた
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相関行列（6）
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相関行列の表し方
相関行列の計算結果が

であったとき
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行列の復習

• 逆行列
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• 検算
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単位行列になればOK！

ｄ次元の正規分布の確率密度関数
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2次元の正規分布
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２次元の正規分布の確率を求める簡単な方法
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確率を求めるには、
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むずかしい・・・

Numerical Analysis（数値計算）ではできる。



マハラノビス距離の求め方-

データの平均の位置から該当するデータまでのマハラノビス距離を求める
事で確率が分かる

• Mahalanobis Distance（マハラノビス距離）

–

• Euclidean Distance（ユークリッド距離）

– （いわゆる普通の距離）

• Manhattan Distance（マンハッタン距離）

–
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∑ −= 212 )( iie xxd

1212 xxyydM −+−=

)()( 1 µµ −Σ−= −
xxd

T

m

マハラノビス距離
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21 dd <
サンプルＡとＢの位置は図で示されている。

だけど、サンプル AはサンプルＢより
青い分布のクラスである確率が高い
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データの平均値からサンプルまでのMahalanobis距離を求める事でクラスの

確率が求められる。マハラノビス距離が近い程確率が高い。

相関行列は
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マハラノビス距離
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)()( 21 CnCn =

のときはいらない。

111 , µΣ→C

＝

222 , µΣ→C

≠

は同じ値になる
Σπ2
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21 ee dd >

のとき、
2µ
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weight

だけど、

Sample の場合、x

21 mm dd < となる。

Sample は

Class1のものである。
x

マハラノビス距離とクラス決定
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md の値が低いと、 が高くなり、確率も高くなる。
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��と��の相関行列は同じ
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このデータは のどっちの

クラスでしょうか？
21, CC
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1 =mdx のから µ

距離が近いほうが のClassであるx

?
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2 =mdx のから µ


